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【数学Ⅰ分科会】---------------------------------------- 

日 時：令和３年11月19日（金） 

会 場：東京都立日比谷高等学校 

内 容： 

(1)今年度の研究テーマについて 

(2)研究・授業実践例等の研究協議 

(3)その他 

他研究会や個人での研究・実践例等の報告 

 

日 時：令和３年12月17日（金） 

会 場：東京都立日比谷高等学校 

内 容： 

(1) 今年度の研究テーマについて 

(2) 研究・授業実践例等の研究協議 

(3) その他 

他研究会や個人での研究・実践例等の報告  

 

【学習指導法分科会】------------------------------------ 

学習指導法分科会は「高校生に興味・関心を抱かせる数学の

教材集づくり」というテーマで月１回，おもに土曜日の午後，

約15名程度で日比谷高校またはzoomにて研究協議を行ってい

ます．その成果を日数教全国大会や関東甲信静ブロック大会で

研究発表したり，教材集の冊子を作ったりしています． 

例えば12/18の会で発表された項目は次の通りです． 

(1) 対数の対数乗について 

(2) 一般化の考え方・発展的な考え方(幾何編) 

(3) 文系生徒を対象とした探究活動実施の報告 

(4) 適切な誤りを作る難しさ 

(5) 体積が一致する回転体 

(6) 平面ベクトルでの一次独立の教え方 

次回以降は 1/15，2/26，3/19です．メンバーは都立高の現

職教員だけでなく，若手(大学生・大学院生)から大ベテラン

(70 代)まで，中学や大学の先生，私立や国立の先生もいま

す．皆様のご参加をお待ち致します． 

 

【ICT分科会】------------------------------------------- 

日 時 令和３年10月30日(土) 

場 所 東京都立晴海総合高等学校 

場 所 東京都立晴海総合高等学校 

内 容  (1) 研究協議 

東京都高等学校数学教育研究会 

事務局 都立神代高等学校内 

事務局長 宇 佐 美  俊 哉 

発行所 都立八王子北高等学校内 

編集発行人 川 端  由 美 子 

都数研HP http://tosuuken.jp/ 

①考査後，「弱点分析シート」について 

・各学校での考査，模試後の取り組み方の情報交換， 

観点別評価について 

②「コロナは教師を教育した」 

・動画授業によって変わる事柄，生徒による授業実践 

③大学教職課程における指導「教員のライフステージetc.」 

④GRAPESを活用した「三角関数のグラフ（sinとcos）」実践 

 

日 時 令和３年12月４日(土) 

場 所 東京都立晴海総合高等学校 

内 容 （１）研究協議 

①「問題解決の授業」について，書籍紹介 

②「iPadひとつで『オンライン授業配信』」 

  動画教材の作成，収録方法の比較検討 

③GeoGebraを活用した「チェバの定理」の実践 

 

【大学入試分科会】-------------------------------------- 

日 時 令和３年11月６日(土)  14:00～16:00 

場 所 オンライン 

内 容 (1) 研究授業，研究発表の内容検討 

 

日 時 令和３年12月４日(土)  14:00～16:00 

場 所 オンライン 

内 容 (1) 研究集録の内容検討 

 ①大学入試問題研究（東京都立大学） 

 

【定通分科会】------------------------------------------ 

日 時 令和４年１月７日(金) 

場 所 東京都立一橋高等学校  

内  容     

(1) 今年度実施した研究授業実践に関する研究協議(まとめ) 

(2) 次年度実施する研究授業の内容・計画に関する研究協議 

(3) その他 

   

東京都定通教育指導体験発表会 

日 時 令和４年１月14日(金) 

場 所 東京都教職員研修センター 

発表内容 数学Ｂ 数列 

「数学的な見方・考え方を働かせた，高等学校数学科の授業づ

くり～実生活との関わりを意識した，数学的活動の指導と評価

の工夫～」    発表者 主任教諭 渡辺 恭介（都一橋高） 

 

文責 編集部 武井 政博(都大泉桜高) 

 

研究部だより 
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 日 時 令和 3年 11月 26日(金) 

14：20～16：45 

 場 所 都立白鷗高等学校 

（参加者 約 10名 他オンライン参加） 

 

◆会長挨拶  

東京都高等学校数学教育研究会長 

東京都立田柄高等学校 統括校長 加藤 竜吾先生 

 安全に配慮し前回と同様，参加しやすいようにチャットの

利用も取り入れていれオンライン開催とした． 

 

◆会場校校長挨拶  

東京都立白鷗高等学校附属中学校 

統括校長 宮田 明子先生 

授業者の毛利先生は日頃から数学と物理を指導されてお

り，実験や入試問題を活用して生徒を引き付ける授業をして

いる．今回の授業もぜひ臨場感を味わってほしい． 

 

◆研究授業 

高校 2年生 31名（応用習熟度クラス） 

東京都立白鷗高等学校附属中学校  毛利 哲先生 

数学Ⅱ三角関数 加法定理 

 

既習事項である三角関数の和と積の公式について物理分野

である音(2つの「うなり」の現象)についての日常生活の事

象に関心をもち数学的に考察する力を養うための横断した探

究的な学習の実践，和と積の公式で扱う． 

 

 

物理の授業では周波数の異なる 2つの音が合わさったとき

は共鳴し強め合う「うなり」を学習した．今回はその「うな

り」について式やグラフ(波形)で表す． 

生徒自身のスマートフォンアプリ(WaveGenerator)を使って

440Hzと 441Hzの音を鳴らして現象を確認．実際に式やグラ

フにするとどうなるかを考える． 

 

 

 

 

ワークシートには2つのグラフを見本とする． 

① 周波数2.5Hz(f1)［y = sin 2𝜋 × 2.5 × 𝜋 = sin 5𝜋𝑡］ 

② 周波数 2Hz(f2)［y = sin 2𝜋 × 2 × 𝜋 = sin 4𝜋𝑡］ 

その結果，物理で既習である下記事項を使って波形の予想を

させ板書させる． 

周期 T =
1

𝑓
，  

周波数 f1と f2の音のうなりの周波数 f = |𝑓1 − 𝑓2| 

y = sin 2𝜋𝑓𝑡 

 

次に式を利用してグラフが書くことができるか考察させる．

数人の生徒が三角関数の合成の計算を始め，計算結果からグ

ラフを書く方法を予想した． 

 

 

 

 

 

2 つの音が混ざるという 

ことは①と②の式をどう 

すればよいかとの発問により，①と②の和であることに気づ

く生徒が増えた．最後は三角関数の和と積の公式の復習を

し，新たに生徒が板書したグラフと投影したgeogebraで作

成したグラフを確認し現象を式やグラフで表すことを学ばせ

た． 

 

第96 回授業研究・研究協議会 報告 

 

②y = 2cos
1

2
πt ①y = sin

9

2
𝜋𝑡 

y = 2 sin
9

2
𝜋𝑡 cos

1

2
𝜋𝑡 
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◆研究協議 

授業者の毛利先生の生徒の興味関心を引き出すことはでき

たがグラフを書くことのハードルが高かったとの感想に対

し，一橋高校の池田先生から三角関数のグラフの合成につい

て点をプロットしていくことでグラフをかくという導入があ

れば生徒のハードルはさげられたのではとの意見があった． 

 町田高校の鈴木先生からはグループ協議のとき毛利先生の

机間指導が多く，意見交換が盛んになっていた．プロジェク

タ，パソコンなどのICT機器を活用してよかったが，生徒の

書いたグラフを撮影しておき，振り返る際に検証するために

投影するときにも利用できるとさらに良いとの意見があっ

た．  

 

◆研究発表「大学受験問題の背景にある定理・性質を考え，

数学的に深める授業」大学入試分科会常任理事  

東京都立小石川中等教育学校 主任教諭 前田 徹先生 

 

 

 

共通テストや大学入試問題では，近年，背景にある定理や

性質について深める問題が出題されている．傾向として値を

求めるだけではなく「性質」を理解したうえで答えを見つけ

ること，「具体例」について数学を使って考察する，発展さ

せることで研究のテーマとして「探究的な学習」に生かせる

題材があることがあげられる． 

 例えば 2021年の信州大学の入試問題(大問５(3))ではπを

有理数
22

7
で近似した時の誤差を評価するものが出題された． 

 
22

7
−

1

630
< 𝜋 <

22

7
−

1

1260
から， 

 3.141 < π < 3.143  が求められる． 

 

 

         ＜2021年前期日程 信州大学＞ 

 

また，宮城教育大学 改問題としてナポレオンの定理(幾何

学における定理．任意の三角形に対し各辺の１辺とする正三

角形をかき，この3つの正三角形の重心同士を結んだとき，

この三角形は正三角形となる)の内容について複素数を用い

て考えさせる問題が出題された． 

 

 

              ＜宮城教育大 改＞ 

このように受験問題を授業で扱い，授業の中で深めていく活

動を行っていく．このようなグループワーク，対話形式によ

る探求型学習を充実させることが，数学の学問的な能力を高

めるとともに受験における学力を高めることになる． 

 

◆閉会の挨拶 

東京都高等学校数学教育研究会研究部副部長 

東京都立五日市高等学校 校長 久保田 聡先生 

本日の授業研究会のような物理現象(他教科)を数学的に考

察させる入試問題を使って探究的な取り組みなどを今後の授

業改善につなげてほしい． 

 

◆文責 編集部 

 平澤 陽子（都立桜修館中等教育学校） 
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東京都教職員研修センターだより 

  

指導部だより 

 指導部高等学校教育指導課 指導主事  坂本 泰裕 

各学校におかれましては，日頃より，生徒の健康状況の把握

や基本的な感染症対策を徹底し，教育活動を実施していただい

ているところです．現在，都内において新たな変異株であるオ

ミクロン株が，かつてないスピードで感染拡大しており，都立

学校においては，今まで以上に危機感をもって，学校や家庭で

の感染症対策に取り組むことが重要です．そのために，感染防

止と学びの両立を図るため，各学校の状況や生徒の実態，教科

の特性等に応じて，分散登校とオンラインを組み合わせたハイ

ブリッド授業をより一層推進し，教育活動の継続に努めていた

だきますようお願い致します． 

さて，このような中，高大接続改革の一つである「大学入学

共通テスト」が１月に実施されました．本試験の受験者数は，

488,384 人（昨年度 484,114 人）であり，昨年度よりも受験者

数が多くなっています．また，本試験の集計による平均点につ

いては「数学Ⅰ・Ａ」で 37.96 点（昨年度 57.68 点），「数学

Ⅱ・Ｂ」で 43.06 点（59.93 点）と報道されています．受験者

数の増加，本試験や追試験の難易度，出題傾向等については，

様々な角度から分析する必要があります．「数学Ⅰ・Ａ」で

は，水平方向と鉛直方向の縮尺の違いから，正確な仰角を求め

る問題や，データの分析では，複数の資料を比較しながらデー

タを正しく捉える日常の事象と関連した問題が出題されまし

た．「数学Ⅱ・Ｂ」では，会話文を含む問題が多く，数学的な

問題解決の過程をより重視している出題となりました．これら

の出題は，来年度から年次進行で実施される新学習指導要領に

示された数学の目標の中に記されている改善に通じるものであ

り，指導方法の改善のヒントにもなっています． 

また，中央教育審議会は，１月 26 日に「『令和の日本型教

育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す， 

個別最適な学びと，協働的な学びの実現～(答申)」において，

新たな ICT 環境や先端技術を効果的に活用することにより，新

学習指導要領の着実な実施や，可視化が難しかった学びの知見

の共有やこれまでにない知見の生成，さらに，学校における働

き方改革の推進に寄与することが可能になると考えられること

が示されています．そして，令和時代における学校の「スタン

ダード」として，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た授業改善に資するよう，GIGAスクール構想により児童生徒１

人１台端末環境と高速大容量ネットワーク環境が実現されるこ

とを最大限生かし，ICT 端末を日常的に活用するとともに，教

師が対面指導とオンライン教育とを使いこなすハイブリッド化

など，これまでの実践と ICT との最適な組み合わせで，学校教

育における様々な課題を解決し，教育の質の向上につなげてい

くことが必要であると述べています． 

東京都高等学校数学教育研究会の皆様には，東京都教育委員

会の推進するハイブリッド授業の取組を一層進めていただくと

ともに，数学教育の在り方についての研究を進めていただき，

東京都の数学教育の更なる発展に御尽力くださいますようお願

い申し上げます． 

研修部専門教育向上課 指導主事 小礒 亮平 

  前号と今号の２回にわたり，今年度教職員研修センターで

実施した高等学校数学に関する講座の概要を御紹介しており

ます． 

繰り返しの御案内になりますが，今回御紹介する数学Ⅲ研

修の実施日も新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態

宣言期間中であったため，当日は研修動画を撮影し，後日視

聴していただく形態をとりました． 

なお，東京理科大学様の御厚意により，撮影は大学で行わ

せていただきました． 

 

 

 

 

 

撮影日：令和３年９月24日(金) 

講師：【前半】東京理科大学 特任副学長 秋山 仁先生 

   【後半】東京理科大学 教授 清水 克彦先生 

 本研修では，お二人の先生方から「数学教育が担うべき役

割及び数学と実社会との関わり」についてについて御指導を

いただきました． 

 前半は，東京理科大学キャンパス内にある「数学体験館」

にて撮影を行いました．秋山先生には，大きく以下の三点に

ついて御講義いただきました． 

 ・「数学が人類の歴史を変えてきた」と言っても過言ではな 

く，それくらい大切な教科である． 

 ・数学体験館には，小学校から大学で履修する算数・数学

の数多くの知識・定理・公式・概念を具現化した教具・

模型・装置がある． 

 ・GPSによる位置特定，楕円の性質を使った腎結石破砕装

置，予測曲線を使った電子体温計がその例に挙げられ

る． 

 後半は，同大学の「アクティブラーニング教室」にて撮影

を行いました． 清水先生には，大きく以下の三点について御

講義いただきました． 

 ・数学科におけるICTの活用は以下の三点で考えられる． 

    ①計算機器としての活用 

  ②教具としての活用 

  ③情報通信ネットワークの活用 

 ・特に，②では著名な数学教育用ソフトウェアとして

GeoGebra,GRAPES,Geometric Constructorが挙げられる． 

 ・これらを活用し，実際に数学を現象として観察すること

を通して，事実を発見することに意義がある． 

 

令和４年度も，新型コロナウイルス感染症対策を講じた上

で，研修を実施します．先生方におかれましては，当セン

ターの研修を積極的に活用し，指導力の向上につなげていた

だくことを期待しております．よろしくお願いします． 

研修名【数学Ⅲ】<東京理科大学との連携> 

「数学体験館ってどんなとこ？ 

 －数学的に考える資質・能力を育成する指導の充実－」 

 数学の専門的知識・理解を深め，数学的に考える資質・

能力の育成に向けた指導力の向上を図ります． 
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編集部より 

 編集部長 川端 由美子(都八王子北高・校長) 

１ 研究集録58号について 

 

研究集録第58号を発行します． 

今年度も配送業者から直送されます．会員の皆様には３月中

にはお手元に届くと思います． 

なお，原則として印刷業者から直送のため，ご迷惑をおかけ

するかもしれませんが，ご了解ください． 

もし，会員でお手元に届かない時には，編集部長の川端由美

子(hensyu-b@tosuuken.jp)までお問い合わせください． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 編集部主催の勉強会について 

 

今年度は蔓延防止対策期間の中，新型コロナウイルス感染拡

大防止のため，２月５日(土)14時よりTeamsによるオンライン

開催となり，２本の研究発表と講演会が行われました．最大ア

クセスは64名で，多くの方に参加いただき感謝申し上げます． 

研究発表のテーマと発表者は以下の通りです． 
 

 (1)「主体的学びを育む授業実践について～GRAPESをタブ
レット端末で利用～」 
 東京都立八王子北高等学校   教  諭 岩 城 達 也                             

校  長 川 端 由美子 
 

暗記に頼る数学から生徒が主体的に考え取り組み，わかるま

で導き，学力向上を目指した授業実践の発表でした．複素数の

単元を取り上げ，以下の流れで授業実践例です． 

 

(1) 複素数の極形式の導入 

(2) 複素数の平面上での和・差の確認 

(3) 複素数平面における積の導入 

① 𝑖2 = −1を複素数平面上で確認 

   ②複素数のｎ乗根の推測 

   ③ド・モアブルの定理 

   ④GRAPESを用いた複素数の積 

(4) 応用問題への対応 

GRAPES のパラメータ利用することにより，多く例を確かめ

たことで，極形式の演算の図形的意味を予測したり，数式へ

の理解を深めたりすることができたようです．大学入試にも

生徒がチャレンジ解法を導く成果があったとのことでした． 

 

(2)「数学科観点別評価の授業実践について」 

 東京都立多摩科学技術高等学校 主幹教諭 赤 岩 辰 巳 

 東京都立国立高等学校     指導教諭 霧 生 智 信 

 東京都立田柄高等学校     校  長 加 藤 竜 吾 

 

 数学Ⅰの「三角比」の事例を取り上げ，単元の目標，単元の

評価規準，評価方法等の具体的な説明であった．正弦定理や余

弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連付けて

理解し，三角形の辺の長さや核の大きさなどを求めることがで

きるという知識及び技能を活用して課題を解決するなどのため

に必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けるために，小テ

ストを活用し，小テストの正解数によって，観点別評価をす

る．また，主体的に学習に取り組む態度」の評価に振り返り

シートを元にした例の照会があった． 

 

〇講演会 

  講 師   教育庁指導部高等学校教育指導課 

  並木 功課長代理 

  演 題 「新学習指導要領の観点別評価」 

 

 冒頭で，国立教育政策研究所から出された「学習評価の在り

方ハンドブック」と「主体的で対話的な深い学び」についての

話があり，新学習指導要領について再確認することができた． 

条件を満たせば結果を適用することができたり，同じ問題でも

複数の解き方が考えられたり，「数学のよさ」や社会における

数学の有用性を取り上げ，課題学習を通して，数学的に考える

資質・能力をたかめられるようにしていく．生徒の疑問を生か

して，公式をつくれないか考えさせる．学校や生徒の実態等を

踏まえて，教育課題を明確にし，数学の授業を通して，生徒の

活動から指導と評価の一体化を実現していく．学習評価の役割

には，指導改善（教師が指導の改善を図ること）と学習改善

（生徒が自らの学習を振り返って次の学習に向かうこと）があ

る．目標を分析し，観点ごとに評価基準を設定して評価するこ

とは，生徒に，何が身に付き，何が身に付いていないかの説明

がしやすい． 

①会員の皆様 

【都内公立高校にお勤めの場合】 

郵送又は交換便にて発送します．この場合，交換便は郵送

と異なり日数がかかります． 

【４月に異動になられる都内公立高校にお勤めの場合】 

郵送又は基本的には現所属へ交換便でお送りしますが，日

数がかかるために４月を超える時があります．その場合，

現任校から異動した学校への転送になりますので，さらに

日数がかかることが予見されます． 

【都内公立高校にお勤めされていない場合】 

基本的に郵送で発送します．３月中には届くと思います． 

②都立高校(数学科宛) 

各１冊お送りします．交換便にて発送します． 
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事務局より 

 事務局長 宇佐美俊哉(都神代高) 

１ 令和３年度都数研関連の主な行事 

 

5月15日(土) 総会（Zoomによる会議） 

研究発表 定通分科会・ＩＣＴ分科会，そ

の他 

6 月 15 日(火) 第 95 回授業研究〔会場校 都立武蔵高等

学校・附属中学校〕 

7 月 5 日(月) 都数研講演会・研究発表会〔会場校 都立

日比谷高等学校・オンライン〕 

          講演者 真島 秀行 名誉教授 

（お茶の水女子大学） 

研究発表 竹村 精治 先生 

（東京理科大学教職教育センター） 

学習指導法分科会 

8月6日(金) 高校生のための先端数理学見学会：現象数理

学への誘い〔明治大学中野キャンパス〕 

西森 拓 特任教授 

中村 和幸 教授 

末松Ｊ．信彦 准教授 

(順不同 明治大学大学院) 

11月26日(金) 第96回授業研究〔会場校 都立白鷗高等学

校〕 

2月5日(土）編集部勉強会（オンライン開催） 

講演者 並木 功 課長代理 

(教育庁指導部高等学校教育指導課) 

2月11日(金・祝) 研修旅行 

         都立田柄高等学校及び練馬区光が丘周

辺 

 

２ 令和４年度会費納入のお知らせ 

 

＊4月1日より，令和４年度の会員登録（継続・新規）の 

受付を開始します． 

 

申込方法 

＊正会員・賛助会員(事前に承認を得ている方)は，都数研

WEBに掲載の申込フォームよりお申込みいただけます． 

＊賛助会員の新規入会の場合は，事務局へご連絡ください． 

 

振 込 先 

銀  行 三菱東京UFJ銀行 渋谷支店 

    （店番135 普通口座0128396） 

名  義 ﾄｳｷｮｳﾄｺｳﾄｳｶﾞｯｺｳ  ｽｳｶﾞｸｷｮｳｲｸｹﾝｷｭｳｶｲ 

     東京都高等学校  数学教育研究会 

     ｼﾞﾑｷｮｸｼﾞﾁｮｳ  ｲｹﾀﾞﾀｸﾔ 

     事務局次長  池田卓也 

 

分科会で一緒に研究しませんか！ 

 各分科会の活動内容については下記世話人までご連絡くだ

さい． 

(1) 学習指導法分科会 

  荻野 大吾(都日比谷高)，村形 政信(都西高) 

(2) 数学Ⅰ分科会 

  村越 智(都東村山西高)，佐々木 啓丞(都練馬工高) 

(3) コンピュータ分科会 

  飯塚 京子(都武蔵丘高)，山下 雅也(都晴海総合高) 

(4) 大学入試分科会 

  前田 徹(都小石川中等)，進藤 貴志(都大泉高) 

(5) 定通分科会 

  今井 陽一(都大江戸高)，池田 卓也(都一橋高) 

 


